


 

国際共同研究で内視鏡検査を行った国
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約20カ国の海外研究機関とピロ

リ菌のゲノム疫学研究を継続し
ている（図）。「新学術領域研
究先進ゲノム解析研究支援プ
ラットフォーム(JSPS)」の支援
の下、ピロリ菌の全ゲノム配列
に挑み、令和元年度に、本研究
チームでも全ゲノム解析パイプ
ラインを確立し、薬剤耐性や病
原因子に関する研究成果を国際
学術雑誌へ多数報告した。さら
に、海外研究機関と協力し、ピ
ロリ菌以外の胃細菌叢と胃癌発
症との関連性など消化器疾患の
病態機序について研究を進めた。



 

ブータンで内視鏡検査を行う山岡

特出すべきことは、ブータンとの国際共同研究が飛躍的な発展を見せたことで、その成果として、令和
元年12月26日、大分大学で100校目となる大学間協定をブータン唯一の医科大学であるケサール・ギャ
ルポ医科学大学との間で締結することができた。

現在、ブータン首相と連携して、ブータンにおける胃癌撲滅政策を、本チームが担当している。その成
果として、ブータンに関しても、「地球規模保健課題解決推進のための研究事業(AMED/GACD)」、
「地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム(SATREPS: AMED/JICA)」を得ることができた。
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JICA: Japan International Cooperation Agency
AMED: Japan Agency for Medical Research and Development
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SATREPSでの組織図


